
1．はじめに
　日本・ウズベキスタン共同発掘調査隊は、ソグド人
の歴史と文化、およびシルクロード交流の実態解明を
目的として、2013 年度よりカフィル・カラ遺跡にお
いて発掘調査を実施している。2020 年度は Covid-19
の影響により中止となったが、2021 年度は現地隊員
によって調査を行うことができた。2019 年度までの
調査ではシタデルの火災層までの遺構面全体を発掘し、
シャフリスタン地区の北寄りに新たな調査区を設定し
た。本年度はその続きおよび城壁、窯跡の調査を実施
した。

2．�市街地エリア（シャフリスタン）TrN5 の
調査

　カフィル・カラ遺跡のシャフリスタン地区にトレン
チ（TrN5）を設定し発掘を実施した（図 2）。カフィ
ル・カラ遺跡シタデルの北側には、東西に左右対称の
高まりがあり、その中央にはダルゴム川まで至る南北
方向の道が通る。この高まりは何らかの重要な大型複
合施設であったと推定している。2019 年度は西側の
最も高い箇所（西側中央）に、約 10×10 m の Tr N5 を

設定し、最も新しい層（推定 16〜18 世紀頃）の調査を
中心に、南西部の一角についてはシタデルの火災と同
時期とみられる火災層まで掘り下げた。その結果、厚
さ約 2.1 m の壁が検出され、大型の部屋の存在が予想
された。
　本年度は Tr N5 を南側に約 2.5 m 拡大した（現トレ
ンチは 12.5×10 m）。その結果、厚さ最大 2.5 m の壁
が東西南北にそれぞれ検出され、南北 9.5 m、東西
10.15 m のほぼ正方形の部屋であることが明らかに
なった（図 3）。壁高は保存状態の良い部分で 4 m であ
り、床面から検出された倒壁の状態からみて、本来は
6〜7 m に達したと推定される。部屋の調査からは次
の四つの段階が確認された。
a） 第一段階（7〜8 世紀）：床面は炭や灰などで覆われ

ており、シタデルの火災層と同時期のイスラーム勢
力による攻撃（712 年頃）によって破壊されたと推定
された。

b） 第二段階（8〜9 世紀）：火災後に一時的な生活痕が
認められたが、これも火災により破壊された。

c） 第三段階（10 世紀）：壁が部屋の内側に倒され、プ
ラットフォームを作ろうとした痕跡があるが、中断
され完成には至らなかった。
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d） 第四段階（16〜18 世紀）：遊牧民が居住し、彼らが
作った数点の遺物と炉床が確認された。

2.1　a）第一段階（7〜8世紀）の調査
　壁は縦横 30〜33×22〜24 cm、厚さ 10〜12 cm の、
大きめの日干しレンガを用いている。稀に長方形（48
×24×10〜12 cm）も見られることから、古い時期の
レンガも再利用した可能性がある。壁には数層からな
る漆喰が塗布されていた。最初に藁を混入させた層を
厚めに塗り、その上に水簸した粘土の薄層を重ね、表
面は滑らかに仕上げて壁画が描かれていた。部屋には
南寄りの南東部角近くに幅 1.5 m の出入り口が設けら
れていた。また、南壁に沿って幅 1.3 m、高さ 0.4 m
のスファが検出された。スファは内壁から 1.3 m の距

離にレンガで輪郭を作り隙間を粘土で埋め、表面には
丁寧に漆喰が塗布されていた。スファ南隅からその基
部に沿って隣接するように、長さ約 3 m、直径 15 cm
の炭化した梁（または柱）が倒れていた。西壁にも幅
1.2 m のスファが部分的に検出された。炭化した梁と
柱などの多くは、部屋の南側に集中して倒れているこ
とが分かった。これらの特徴は、アフラシアブやペン

図 2　TrN5 調査風景

図 3　TrN5（SfMにより作成した遺構オルソ画像）

図 1　カフィル・カラ遺跡 2021 年度発掘区
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ジケントに見られる迎賓館などを想起させる。
　炭化建築材には文様が彫刻されたものも見られたた
め丁寧に取り上げを行った。保存状態が悪く殆どは判
別不能であったが、中には連珠円文内に動物（鳥もし
くは天馬？）が配置された断片（60×25 cm）など、ソ
グド美術でよく知られる文様も確認できた。当該資料
は現在、サマルカンド考古学研究所において保存修復
が行われている。
　壁画は激しく被熱を受け保存状況は良くないが、色
や文様が確認できる断片があり、西壁に沿うスファ沿
い（主に北側）では、図像が判別できる資料が出土した。
色は青または濃青、白、黄、赤などが見られ、青色部
分は鳥の形状を成し、アフラシアブの壁画などに描か
れた織物文様を想起させる。断片の一部には刀または
短剣が確認でき、二つの突起が付いた湾曲した柄は珍
しい（図 4、5）。今年取り上げられなかった断片も含
め、来年度以降の発掘調査ではさらに多くの壁画断片
が出土することが予想される。現時点では第一段階の
火災層中からの出土遺物は少なく、ほとんどは 7〜8
世紀頃の土器片であるが、特筆すべき遺物として、青
色ガラス片の出土は当該地域においては珍しい。

2.2　b）第二段階（8〜9世紀）の調査
　第二段階では一時的な部屋の「再利用の試み」が見
られる。床は第一段階の床よりも中央部分で約 20〜
40 cm、西側では更に高くなっており、後世に部屋の
床を平坦にする試みがなされたことが窺える。床面の
高さに差があるのは、炭化木材などがつぶれ床面が沈
んだためと考えられる。西壁沿いには、高さ約 23〜
25 cm、幅約 90 cm のスファが検出された。

　部屋の南東角からは、底部が丁寧に取り除かれ逆さ
に設置された大甕（横 48 cm×縦 65 cm）が出土した。
下部には直径約 10 cm の丸い穴が開けられており、
さらに下にはレンガが敷かれ、外周は土塊で固められ
ていた。竈として利用されたとみられ、この甕より約
2 m 北側からは小麦粉の塊が出土した。部屋のほぼ中
央では、7〜8 世紀に属する四つ葉や植物文様のある
骨壺（Ossuary）の破片が出土した（図 6）。人骨が伴わ
ないことや、この部屋が墓として使用されたとは考え
にくいことから、後世に別の場所からもたらされたも
のと推測している。例えば床などを修復する際に掘削
した土に混入していたなどの可能性が考えられる。ま
た、土器片や大量の骨に加えて、ガラス片がこれまで
の調査で最も多く出土した。土器片は殆どが 8 世紀の
ものであるが、一部に 8〜9 世紀のものが存在する。
ガラスは非常に薄く 8〜9 世紀の可能性があり、ゴブ
レット（図 7）やデカンターなどが確認できる。動物

（馬？）などの小像も出土した。

3．城壁の調査
　本年度は城壁の規模および構造を確認するため、
シャフリスタン地区の南東にトレンチ（Tr N6）を設け
た。シャフリスタン地区の南側城壁の長さは約 233 m
であり（図 8）、さらに西にはラバド（南側では長さ約
122 m）と称される地区が存在する。西側の城壁が途
切れる箇所は出入り口の一つであった可能性があり、
真っ直ぐ進入することはできない。防御目的で縄張も
しくは一種の馬出として計画的に作られたとすると、
ラバドもカフィル・カラ遺跡建設の早い段階から存在
していた可能性がある。

図 4　壁画出土状況
図 5　壁画（画像処理後）
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　城壁は基礎からの高さ約 6 m、幅は約 24 m である
ことが分かった（図 9）。基礎部はパフサブロックと
緑・青みがかった灰色の粘土質で作られている。城壁
の建設には二つの段階が確認できた。
a） 第一段階（4〜5 世紀）：初めに築造された第一段階

の城壁は高さは約 2 m、幅約 16.8〜24 m であり、
上部は木炭、数点の動物の骨、土器、小さな丸い小
石などを含む再生土で構成されていた。壁は北から
南に向かって緩やかに立ち上がり、上部には長さ
70〜85 cm、高さ 55〜60 cm の緑青灰色の粘土ブロッ
ク、その下に高さ 70 cm 程の湿った緑青灰色の粘土
が敷き詰められ、さらに下部は陶器片を含んだレン
ガと石膏の塊が見られた。要塞的な様相を呈してい
る。後にこの壁の上にやや薄い壁が作られており、
内側に兵士が隠れられるようになっていたとみられ
る。

　 第二段階（6〜8 世紀）：城壁の一部は、第一段階上部
より約 2.75〜2.80 m の深さまで削り取られていた。
この層は雨水などの損傷により薄くなっており、焚
き口の痕跡も確認された。そこに濃灰色粘土を突き
固めた層が敷かれ、その上に幅 92 cm、下部の幅
97 cm、壁高はパフサが残存している部分だけでも
約 1.50 m ある防御施設が築かれた。北側（市街地
側）には見張りの兵士を配置できる幅 2.73 m のプ
ラットフォームと通路が設けられていた。また南北
の壁に張り出しのような床面が設けられていたが、
北側では通路のもう一方の壁が検出されておらず、
破壊された可能性がある。ここから出土した日干し
レンガの隙間には接着剤（モルタル）が確認できた。
サイズは 48×23×10 cm、41×25〜26×9〜10 cm で
あり、乾燥前に表面（平らな面）の片側に手指 2〜3
本による縞模様（直線的なストライプや円弧）の跡が
残されていた。

　第二段階の後は、一定期間後に壁の外側に幅約
92 cm のパフサが補強されたことが確認でき、またそ
の下に別の修繕痕が認められた。残存する幅は 67 cm
である。さらに南側では壁の破壊と崩壊の痕跡が見ら
れた。
　第一段階の壁に混入する土器片から、この壁が建設
されたのは恐らく 4〜5 世紀頃と推定され、6〜8 世紀
には大規模な修復および増築がなされたと考えられる。
しかし、増築の壁は比較的薄く、8 世紀初頭にイス
ラーム勢力から攻撃を受けた際には、投石に耐えきれ
なかったのではないかと推測される。

4．窯跡の調査
　遺跡の東を流れるイロン・ソイ右岸には、土器など
の窯群が存在することが 1930 年代から知られており、
これまでにも何度か発掘調査が行われてきた。2021 年
度はイタリアのボローニャ大学が発掘を実施し、2 基
の窯跡が確認された。窯は燃焼部と焼成室の 2 段から
なっており、燃焼部分は自然層の上に直接作られてい
た。窯の形状は円または楕円形であり、直径約 2.5〜
3.5 m である。上部はドーム状であったとみられる。
土器に加え、ランプ、レンガ、骨壺等が焼成されてい
た可能性もある。

5．おわりに
　本年度も現地調査は難しいと思われたが、現地隊員
のおかげで調査を再開することができ、貴重な成果を
得ることができた。シャフリスタンに存在した大型部

図 7　ゴブレット

図 6　骨壺
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屋、城壁、窯跡などの重要遺構とともに、図像が鮮明
なガラス容器、骨壺など、これまでのカフィル・カラ
遺跡シタデルにおける調査では見られなかった種類の
貴重な遺物も数多く出土した。今後も遺構・遺物の分
析・整理を進め、次年度も TrN5 および城壁を中心に
調査を継続したい。

※ 本研究は JSPS 科研費、JP19H01350、JP19K13397
の助成を受けた成果の一部である。
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図 8　城壁

図 9　城壁の断面図（写真測量）
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